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熱間性能試験機 化学実験室

　弊社の研究所は 1956年（昭和 31年）4月会社設立 60周年を記念して，それまで各工場に付属していた研
究部門を統合し鶴見工場の敷地内に設けられました。開設当初から我が国で初めての熱間性能試験機や，国内で
数台目というガイガーカウンター X 線回折装置などを擁する総合研究機関となりました。その後も常に研究開
発体制の強化と新鋭機器を導入し，1994年には浜松研究所を新たに開設し，現在に至ります。
　弊社の研究開発は基礎研究を担う鶴見，浜松の両研究所と，製品の開発や改良，製品評価などを担う各事業本
部傘下の「テクニカルセンター」で双方が密接な連携のもと進めております。

　また，これらを支援する専門分野として分析解析室，CAE室を設置し，高度な分析技術やシミュレーションを
通じて開発支援を行っています。
　ロックウールをはじめとするロングセラー製品の改良や機能向上に取り組む一方で，最新技術を盛り込んだ
革新的な製品の開発にも着手。基盤である「断つ・保つ」の技術の深化を図り，先進技術へと進化させていくこと。
それがニチアスの研究開発であり，ものづくりへのこだわりといえるでしょう。

研　究　所 テクニカルセンター
製品開発の土台となる素材の基礎研究 各事業本部の製品技術開発拠点

研究開発部門
無機・有機材料に関する基盤技
術の研究･開発

・高性能な断熱材の基となるナ
ノレベルの微粉末材料やけい
酸カルシウム材料（①～②）

・AESウールやロックウールな
ど無機繊維（③）

・半導体産業用途をはじめとし
た高機能ゴムシール材，ふっ
素樹脂製品など，ハイクオリ
ティーな有機複合材（④～⑥）

分析解析技術
CAE技術
高度な分析技術や CAE 解析で
研究・開発を支援

②けい酸カルシウム水和物①超微粒子状無水シリカ

ソルベントクリーン® メタコート® ヘッドガスケット

ナフロン®チューブ エネサーモ® PH 配管ヒータ

ロスリム® ボードGH ファインフレックスBIO®

③AESウール

⑤ふっ素樹脂 ⑥ジョイントシート

④ゴムＯリング

クリーンルーム内での超微量分析 CAEを用いた熱解析

・製品開発，改良開発　・顧客技術対応　・各種評価試験

会社設立 60周年記念
鶴見に研究所設立 本館竣工2階増築 浜松研究所２棟竣工 浜松研究所 3，4棟竣工浜松研究所１棟竣工

浜松研究所 新棟竣工予定

特別企画

設　　立：1956年 4月
敷地面積：4,300m2
組　　織：研究開発部門，分析解析室
　　　　　テクニカルセンター

鶴見研究所

設　　立：1994年 3月
敷地面積：20,350m2
組　　織：研究開発部門，CAE室
　　　　　テクニカルセンター

浜松研究所
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開設当初の研究設備

高分解能走査型電子顕微鏡 光電子分光装置（XPS） 実車半無響室

現在の主な研究設備
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